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※購入申込フォームからお申込み頂けます。

認知症サポーターとして活動する中で、さらに専門的な知識が必要になる場合もあるでしょう。支援を通して

さまざまな認知症の人と接する中で、実際に目の前で起きている症状の原因、その対応のポイントを詳しく紹

介していきます。
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